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64イ
ギ
リ
ス

外
国
人
専
門
技
術
者
の
新
た
な

受
け
入
れ
制
度
の
運
用
開
始

　

Ｅ
Ｕ
域
外
か
ら
の
専
門
技
術
者
な

ど
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
の
新
た
な

制
度
が
一
一
月
末
に
開
始
さ
れ
た
。

制
度
導
入
に
先
立
ち
、
政
府
は
「
人

材
不
足
職
種
リ
ス
ト
」
を
す
で
に
発

表
し
て
い
る
。
旧
制
度
よ
り
も
広
範

な
職
種
を
あ
げ
て
い
る
も
の
の
、
賃

金
水
準
な
ど
条
件
を
厳
し
く
し
て
い

る
の
が
特
徴
で
、
底
流
に
は
外
国
人

の
雇
用
を
圧
縮
し
、
イ
ギ
リ
ス
人
に

振
り
向
け
た
い
と
い
う
政
府
の
思
惑

が
垣
間
見
え
る
。
景
気
悪
化
に
よ
っ

て
、
政
府
は
こ
の
姿
勢
を
一
段
と
強

化
す
る
可
能
性
が
強
い
。

外
国
人
受
け
入
れ
職
種
、
二
〇
万

人
分
圧
縮

　

今
年
は
じ
め
か
ら
段
階
的
に
導
入

さ
れ
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
制
（
外
国
人

を
入
国
目
的
や
専
門
技
術
等
に
選
別

し
て
、
年
齢
や
学
歴
な
ど
に
基
づ
く

入
国
資
格
を
定
め
る
制
度
）
の
う
ち
、

専
門
技
術
者
な
ど
を
対
象
と
す
る
第

二
区
分
の
運
用
が
一
一
月
末
か
ら
新

た
に
開
始
さ
れ
た
。
保
有
資
格
や
、

受
け
入
れ
先
で
の
給
与
水
準
な
ど
に

基
づ
い
て
計
算
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
が
、

政
府
の
定
め
る
基
準
を
満
た
す
外
国

人
に
対
象
を
限
定
す
る
。
受
け
入
れ

側
に
対
し
て
も
、
外
国
人
を
雇
用
す

る
職
種
の
専
門
性
や
、
Ｅ
Ｕ
域
内
で

の
人
材
調
達
が
困
難
で
あ
る
こ
と
の

証
明
（
労
働
市
場
テ
ス
ト―

一
定
期

間
の
求
人
広
告
の
実
績
な
ど
）
を
求

め
る
点
は
従
来
の
制
度
と
同
様
だ
が
、

新
た
な
制
度
の
も
と
で
は
、
受
け
入

れ
先
（
ス
ポ
ン
サ
ー
）
と
し
て
ラ
イ

セ
ン
ス
取
得
も
義
務
付
け
て
い
る
。

ま
た
従
来
の
制
度
と
は
異
な
り
、
外

国
人
に
は
一
定
の
英
語
能
力
も
問
わ

れ
る
。

　

た
だ
し
、
政
府
が
人
材
不
足
と
認

め
る
職
種
に
つ
い
て
は
、
労
働
市
場

テ
ス
ト
が
免
除
さ

れ
る
。
職
種
の
検

討
は
、
政
府
の
諮

問
機
関
で
あ
る
移

民
提
言
委
員
会

（M
ig
ra
tio
n 

A
d
v
i
s
o
r
y 

C
om
m
ittee

）
が

実
施
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
お
り
、
委

員
会
は
既
に
九
月
、

政
府
に
不
足
職
種
案
を
提
出
し
て
い

た
（
本
誌
一
一
月
号
の
記
事
参
照
）。

委
員
会
案
は
、
旧
制
度
の
も
と
で
政

府
が
認
め
て
い
た
よ
り
も
広
範
な
職

種
を
人
材
不
足
と
し
て
い
る
も
の
の
、

資
格
水
準
や
賃
金
額
な
ど
の
条
件
を

明
確
に
課
し
て
お
り
、
ま
た
従
来
の

制
度
の
も
と
で
、
不
足
職
種
リ
ス
ト

に
含
ま
れ
て
い
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

ワ
ー
カ
ー
を
除
外
す
る
な
ど
、
対
象

職
種
の
就
業
者
数
は
旧
制
度
に
比
べ

て
三
〇
万
人
分
圧
縮
さ
れ
る
と
し
て

い
た
。
委
員
会
案
を
受
け
て
、
国
境

局
（U

K
 B
order A

gency

）
は
業

界
団
体
な
ど
か
ら
意
見
聴
取
を
実
施
、

最
終
的
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
カ
ー

を
復
活
さ
せ
た
不
足
職
種
リ
ス
ト
を

固
め
た
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
カ
ー

は
就
業
者
数
に
し
て
一
〇
万
人
分
に

相
当
す
る
計
算
で
、
こ
の
た
め
旧
制

度
か
ら
の
圧
縮
幅
は
二
〇
万
人
分
に

減
少
し
た
。
国
境
局
は
委
員
会
に
対

し
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
カ
ー
や

上
級
介
護
労
働
者
、
看
護
師
、
シ
ェ

フ
な
ど
の
職
種
に
つ
い
て
来
年
三
月

ま
で
に
検
討
の
う
え
改
定
案
を
示
す

よ
う
、
改
め
て
諮
問
し
て
い
る
。

新
た
な
制
度
に
混
乱
も

　

雇
用
主
が
ス
ポ
ン
サ
ー
と
し
て
の

ラ
イ
セ
ン
ス
を
保
有
し
て
い
な
い
場

合
、
新
た
な
外
国
人
労
働
者
の
受
け

入
れ
だ
け
で
な
く
、
現
在
雇
用
し
て

い
る
外
国
人
の
滞
在
許
可
延
長
な
ど

も
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、

企
業
の
多
く
は
未
だ
申
請
に
至
っ
て

い
な
い
と
み
ら
れ
、
ま
た
制
度
導
入

の
直
前
に
申
請
が
集
中
し
た
こ
と
な

ど
に
よ
る
国
境
局
の
手
続
き
遅
滞
も

続
い
て
い
る
と
い
う
。
審
査
内
容
に

は
、
就
業
内
容
や
就
業
環
境
な
ど
に

関
す
る
実
地
検
査
な
ど
が
含
ま
れ
て

お
り
、
必
要
な
人
員
を
確
保
で
き
て

い
な
い
こ
と
も
理
由
の
一
端
と
み
ら

れ
る
。

　

企
業
か
ら
は
、
新
制
度
の
導
入
に

よ
る
コ
ス
ト
増
な
ど
に
加
え
、
国
内

で
は
調
達
が
困
難
な
職
種
の
労
働
者

不
足
を
助
長
す
る
と
の
批
判
の
声
が

強
い
が
、
移
民
提
言
委
員
会
の
委
員

長
を
務
め
る
デ
ビ
ッ
ド
・
メ
ト
カ
ー

フ
教
授
は
、
企
業
が
国
内
で
の
採
用

活
動
を
強
化
し
て
よ
り
高
い
賃
金
を

提
示
す
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
人
労
働
者

の
応
募
が
増
加
に
よ
っ
て
人
材
不
足

は
緩
和
さ
れ
る
と
一
蹴
し
、
さ
ら
に

ラ
イ
セ
ン
ス
の
審
査
に
あ
た
っ
て
は
、

イ
ギ
リ
ス
人
従
業
員
の
訓
練
が
十
分

に
行
わ
れ
て
い
る
か
も
対
象
と
な
り

う
る
と
の
見
方
を
示
し
た
と
い
う
。

　

こ
の
ほ
か
、
専
門
家
の
間
で
は
、

政
府
が
制
度
の
有
効
性
を
示
す
に
は
、

厳
し
い
取
り
締
ま
り
を
実
施
す
る
以

外
に
な
い
と
の
見
方
も
出
て
い
る
。

政
府
の
発
表
に
よ
れ
ば
、
今
年
か
ら

金
額
が
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
違

法
滞
在
者
の
雇
用
に
対
す
る
一
万
ポ

ン
ド
以
下
の
罰
金
は
、
一
〇
月
ま
で

の
半
年
間
で
一
三
〇
の
雇
用
主
に
適

用
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
関
連
し

て
徴
収
が
予
定
さ
れ
て
い
る
罰
金
は

総
額
七
〇
万
ポ
ン
ド
強
に
の
ぼ
る
。

　

ま
た
、
ビ
ザ
延
長
を
申
請
す
る
外

国
人
に
対
す
る
生
体
認
証
Ｉ
Ｄ
カ
ー

ド
の
発
行
手
続
き
が
、
二
五
日
か
ら

開
始
さ
れ
た
。
六
カ
月
以
上
滞
在
す

る
場
合
に
取
得
が
義
務
付
け
ら
れ
る

も
の
で
、
国
内
七
カ
所
の
窓
口
機
関

で
顔
写
真
の
撮
影
や
指
紋
採
取
な
ど

を
受
け
る
必
要
が
あ
る
。
カ
ー
ド
に

は
、
氏
名
や
国
籍
、
顔
写
真
、
ビ
ザ

等
の
有
効
期
間
な
ど
の
ほ
か
、
生
年

月
日
・
出
生
地
、滞
在
中
の
資
格
（
就

労
の
可
否
、
公
的
な
手
当
等
に
関
す

る
資
格
の
有
無
な
ど
）
が
記
載
さ
れ

る
。
当
座
は
学
生
や
配
偶
者
ビ
ザ
の

保
有
者
な
ど
が
対
象
だ
が
、
今
後
、

適
用
者
を
順
次
拡
大
す
る
予
定
だ
。

政
府
は
、
違
法
滞
在
者
の
雇
用
に
よ

る
不
利
益
の
防
止
な
ど
に
も
有
効
で

あ
る
と
し
て
、
二
〇
一
四
年
度
ま
で

に
対
象
と
な
る
外
国
人
の
九
割
に

カ
ー
ド
を
発
行
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
。
将
来
的
に
は
、
イ
ギ
リ
ス

人
に
対
し
て
も
同
様
の
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド

を
付
与
す
る
予
定
だ
。
野
党
な
ど
か

ら
は
、
カ
ー
ド
の
付
与
に
よ
っ
て
不

法
移
民
を
防
止
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
し
て
、
無
駄
な
費
用
を
国
民
に

課
し
て
い
る
と
の
強
い
批
判
や
、
個

人
情
報
の
扱
い
を
懸
念
す
る
声
な
ど

が
上
が
っ
て
い
る
。

【
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65 ア
メ
リ
カ

ボ
ー
イ
ン
グ
社
の
ス
ト
、
五

七
日
間
で
終
結

　

米
航
空
機
最
大
手
ボ
ー
イ
ン
グ
社

と
同
社
の
機
械
工
関
連
部
門
を
組
織

す
る
国
際
機
械
工
・
航
空
宇
宙
産
業

労
働
者
組
合
（
Ｉ
Ａ
Ｍ
）
と
の
三
年

間
の
新
労
働
協
約
交
渉
が
今
年
の
五

月
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
が
、
九
月
四

日
の
失
効
期
限
に
な
っ
て
も
ま
と
ま

ら
ず
、
九
月
六
日
に
ス
ト
ラ
イ
キ
へ

突
入
し
、
五
七
日
間
の
ス
ト
を
経
て
、

一
一
月
一
日
に
よ
う
や
く
解
決
し
た
。

　

前
回
の
二
〇
〇
五
年
の
協
約
改
定

で
は
四
週
間
の
ス
ト
ラ
イ
キ
後
に
合

意
し
た
が
、
今
回
は
一
カ
月
を
超
過

し
て
も
話
し
合
い
の
予
定
す
ら
た
た

な
い
状
態
だ
っ
た
。
交
渉
の
膠
着
状

態
を
受
け
て
、
連
邦
調
停
和
解
サ
ー

ビ
ス
庁
は
労
使
双
方
に
対
し
て
、
話

し
合
い
は
中
立
的
な
場
で
行
い
、
合

意
へ
の
道
筋
を
つ
け
る
よ
う
に
要
請

す
る
事
態
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し

て
労
使
は
同
庁
の
調
整
官
と
連
絡
を

取
り
合
っ
て
交
渉
の
テ
ー
ブ
ル
に
つ

く
努
力
を
続
け
、
ス
ト
開
始
か
ら
四

七
日
目
に
あ
た
る
一
〇
月
二
三
日
か

ら
五
日
間
の
集
中
交
渉
を
行
い
、
五

二
日
目
の
一
〇
月
二
七
日
に
暫

定
合
意
に
至
っ
た
。
最
終
的
に

投
票
に
よ
り
新
協
約
を
妥
結
し

労
働
者
が
職
場
復
帰
す
る
ま
で

に
五
七
日
間
を
要
し
、
ボ
ー
イ

ン
グ
社
と
Ｉ
Ａ
Ｍ
の
間
で
は
過

去
最
大
規
模
の
ス
ト
ラ
イ
キ
と

な
っ
た
。
な
お
九
月
末
ま
で
の

交
渉
過
程
の
詳
細
に
つ
い
て
は

当
機
構
海
外
労
働
情
報
二
〇
〇

八
年
一
〇
月
を
参
照
さ
れ
た
い

（
注
）。

　

今
年
九
月
ま
で
の
協
約
が
失

効
す
る
直
前
の
八
月
二
九
日
に

経
営
側
か
ら
提
案
さ
れ
た
新
協

約
改
定
案
に
対
し
て
、
労
働
側

は
以
下
の
点
を
不
満
と
し
て
い
た
。

①
賃
上
げ
一
三
％
を
主
張
に
対
し
て
、

経
営
側
の
提
案
は
一
一
％
で
あ
っ
た

こ
と
②
労
働
側
が
強
く
求
め
て
い
た

雇
用
保
証
に
つ
い
て
現
行
の
協
約
か

ら
前
進
が
一
切
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。

後
者
に
つ
い
て
は
、
同
社
が
ア
ウ
ト

ソ
ー
ス
の
割
合
を
高
め
て
い
る
こ
と

に
労
働
側
は
不
満
を
抱
い
た
。
最
終

的
な
妥
結
内
容
と
の
相
違
に
つ
い
て

は
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

雇
用
保
証
に
つ
い
て
、
妥
結
内
容

に
は
外
部
ベ
ン
ダ
ー
の
利
用
は
デ
ザ

イ
ン
分
野
に
限
定
す
る
こ
と
や
、
材

料
搬
送
に
お
け
る
三
〇
〇
〇
人
分
の

職
を
保
証
す
る
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ

た
。
今
回
妥
結
し
た
協
約
の
有
効
期

限
は
四
年
間
、
二
〇
一
二
年
九
月
八

日
ま
で
で
あ
る
。

　

た
だ
、
今
回
の
ス
ト
に
よ
る
ボ
ー

イ
ン
グ
社
の
業
績
へ
の
影
響
は
大
き

く
、
第
三
四
半
期
の
純
収
入
ベ
ー
ス
、

今
年
初
期
と
の
比
較
で
一
一
億
一
〇

〇
〇
万
ド
ル
か
ら
六
億
九
五
〇
〇
万

ド
ル
へ
三
八
％
減
少
す
る
結
果
と

な
っ
た
。

〔
注
〕

当
機
構U

R
L

：http://w
w
w
.jil.go.jp/

foreign/jihou/2008_10/am
erica_02.

htm
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ド
イ
ツ
①

金
属
産
業
の
賃
上
げ
交
渉
、

四
・
二
％
で
合
意

　

組
合
員
三
六
〇
万
人
を
対
象
に
過

去
一
六
年
間
で
最
高
と
な
る
八
％
の

賃
上
げ
要
求
を
掲
げ
て
今
秋
の
賃
上

げ
交
渉
に
臨
ん
だ
金
属
産
業
労
組

（
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
）
は
一
一
月
一
二
日
、

同
産
業
主
要
地
域
の
バ
ー
デ
ン
・

ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
で
、
経
営
側

（
ゲ
ザ
ム
ト
メ
タ
ル
）
と
の
間
で
計

四
・
二
％
の
賃
上
げ
で
合
意
し
た
。

　

新
協
約
に
よ
れ
ば
、
〇
九
年
二
月

に
二
・
一
％
、
五
月
に
二
・
二
％
と

段
階
的
に
引
き
上
げ
る
。
ま
た
今
年

一
一
月
か
ら
来
年
一
月
ま
で
の
三
カ

月
に
つ
い
て
五
一
〇
ユ
ー
ロ
の
一
時

金
を
支
給
す
る
。
財
政
状
況
が
厳
し

い
企
業
に
つ
い
て
は
、
二
回
目
の
賃

上
げ
を
〇
九
年
一
二
月
ま
で
先
延
ば

し
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。
新
協
約
の

有
効
期
間
は
二
〇
一
〇
年
四
月
ま
で

の
一
八
カ
月
間
。
労
働
側
の
要
求
に

対
し
当
初
二
・
一
％
の
賃
上
げ
案
を

提
示
し
た
経
営
側
に
反
発
し
、
Ｉ
Ｇ

メ
タ
ル
は
各
地
で
時
限
ス
ト
を
展
開

し
、
直
前
ま
で
本
格
的
な
全
面
ス
ト

突
入
の
可
能
性
が
報
じ
ら
れ
て
い
た
。

だ
が
、
直
前
に
な
っ
て
両
者
が
歩
み

寄
り
を
み
せ
、
一
一
月
一
一
日
の
第

四
ラ
ウ
ン
ド
の
交
渉
で
二
三
時
間
近

く
に
わ
た
っ
た
協
議
の
末
、
合
意
が

成
立
し
た
。
合
意
内
容
は
、
ド
イ
ツ

全
地
域
の
交
渉
を
左
右
す
る
モ
デ
ル

賃
金
協
約
と
し
て
の
意
味
合
い
を
持

ち
、
全
国
で
適
用
さ
れ
る
。

Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
、
各
地
域
で
時
限
ス

ト
展
開

　

Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
の
八
％
の
賃
上
げ
要

求
は
、
一
六
年
ぶ
り
の
高
水
準
。
と

こ
ろ
が
金
融
危
機
の
影
響
も
あ
り
経

営
側
の
ゲ
ザ
ム
ト
メ
タ
ル
は
一
〇
月

末
、
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル

ク
州
で
の
労
使
交
渉
で
こ
れ
を
大
き

く
下
回
る
賃
上
げ
を
提
案
し
た
。
内

容
は
〇
九
年
一
月
か
ら
二
・
一
％
の

賃
上
げ
、こ
れ
に
加
え
て
年
収
の
〇
・

八
％
の
一
時
金
（
労
働
者
一
人
当
た

り
平
均
三
五
〇
ユ
ー
ロ
程
度
）
を
〇

八
年
一
一
月
、
一
二
月
に
分
け
て
支

払
う
と
い
う
も
の
で
、
経
済
状
況
が

厳
し
い
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
一
時

金
を
こ
の
半
分
（
〇
・
四
％
）
と
す

る
可
能
性
も
伝
え
ら
れ
て
い
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
側
の

不
満
が
噴
き
出
し
た
。
経
営
側
の
提

案
に
つ
い
て
、
ベ
ル
ト
ル
ト
・
フ
ー

表　経営側提示内容と最終妥結内容の相違
8月29日提示内容 最終妥結内容

賃上げ
1年目：5％ 1年目：約5％　
2年目：3％ 2年目：約3％
3年目：3％ 3年目：約4％
総額：11％ 総額：約13％　

一時金
妥結一時金：2500ドル
一時金：総額賃金の6％
あるいは2500ドル

1年目10％または5000ドル
2年目1500ドル
3年目1500ドル

月額年金給付
2009年1月1日から 2009年1月1日から
70ドル→80ドル 70ドル→81ドル

2012年1月1日から83ドル
資料出所： “Daily Labor Report”, BNA, Aug. 29, Sep. 3, 5, 9, 

Oct. 6, 29, 2008 より作成

IGメタル本部
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バ
ー
・
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
会
長
（
写
真
）

は
一
〇
月
三
〇
日
、「
高
止
ま
り
し
て

い
る
イ
ン
フ
レ
率
を
考
え
る
と
、
こ

れ
で
は
実
質
賃
金
の
マ
イ
ナ
ス
だ
。

こ
こ
数
年
の
好
景
気
で
経
営
陣
や
資

本
家
は
大
儲
け
し
た
の
に
、
労
働
者

に
は
何
の
見
返
り
も
な
か
っ
た
。
四

年
間
で
収
益
は
二
二
〇
％
増
加
し
、

売
上
利
益
率
は
四
〇
年
前
の
水
準

だ
っ
た
。
要
求
水
準
を
下
げ
る
理
由

は
な
い
」
な
ど
と
強
く
反
発
し
た
。

　

そ
の
後
金
融
危
機
が
自
動
車
産
業

を
直
撃
し
、
期
間
労
働
者
や
派
遣
労

働
者
の
人
員
削
減
が
相
次
ぐ
な
か
、

八
％
の
要
求
は
非
現
実
的
な
も
の
と

の
報
道
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
れ
で
も
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
側
は
要
求
水

準
を
堅
持
し
、「
金
融
部
門
の
失
敗
で

一
般
労
働
者
が
罰
を
受
け
る
べ
き
で

は
な
い
」
な
ど
と
強
気
の
姿
勢
だ
っ

た
。
ま
た
、
今
年
、
鉄
鋼
・
化
学
・

公
務
部
門
な
ど
が
こ
ぞ
っ
て
大
幅
な

賃
上
げ
を
勝
ち
取
っ
た
だ
け
に
、
そ

れ
を
上
回
る
賃
上
げ
の
獲
得
に
躍
起

に
な
っ
て
い
た
。
だ
が
、
Ｉ
Ｇ
メ
タ

ル
に
と
っ
て
今
秋
の
賃
上
げ
交
渉
は
、

非
常
に
タ
イ

ミ
ン
グ
の
悪

い
時
期
に
重

な
っ
た
。
経

営
側
も
、
ダ

イ
ム
ラ
ー
、

オ
ペ
ル
、
Ｂ

Ｍ
Ｗ
な
ど
大

手
自
動
車

メ
ー
カ
ー
各

社
が
減
産
に

乗
り
出
し
、

業
界
全
体
の
先
行
き
不
透
明
な
こ
と

も
加
わ
っ
て
、
難
し
い
交
渉
と
な
っ

た
。

　

そ
の
後
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
は
一
一
月
一

日
、
全
国
各
地
で
八
〇
〇
〇
人
以
上

の
組
合
員
が
時
限
ス
ト
を
打
っ
た
と

発
表
。
翌
週
も
各
地
で
実
力
行
使
に

踏
み
切
る
構
え
を
あ
ら
わ
に
し
、
メ

デ
ィ
ア
は
こ
ぞ
っ
て
本
格
的
な
無
期

限
ス
ト
突
入
の
可
能
性
を
報
じ
て
い

た
。
こ
れ
を
受
け
経
営
側
ゲ
ザ
ム
ト

メ
タ
ル
会
長
の
マ
ー
テ
ィ
ン
・
カ
ー

ネ
ギ
ー
サ
ー
氏
は
一
一
月
二
日
、

「
八
％
の
賃
上
げ
は
あ
り
得
な
い
。

労
働
側
の
期
待
は
わ
か
る
が
、
調
整

が
必
要
だ
。
さ
も
な
け
れ
ば
雇
用
削

減
が
避
け
ら
れ
な
い
。
ス
ト
と
い
う

手
段
は
、
労
使
双
方
に
損
害
し
か
生

み
出
さ
ず
、
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
と
、

最
終
的
に
は
雇
用
に
影
響
が
及
ぶ
。

金
融
危
機
の
影
響
が
業
界
全
体
に
す

で
に
波
及
し
つ
つ
あ
る
。
本
格
的
な

ス
ト
が
回
避
で
き
な
い
と
、
経
営
側

だ
け
で
な
く
、
最
終
的
に
は
労
働
者

の
首
を
絞
め
る
こ
と
に
な
る
」
と
労

働
側
の
理
解
を
求
め
た
。

金
融
危
機
の
影
響
で
交
渉
難
航

　

今
秋
の
賃
上
げ
交
渉
の
第
一
ラ
ウ

ン
ド
は
一
〇
月
初
め
に
ス
タ
ー
ト
し
、

同
産
業
主
要
地
域
と
し
て
注
目
を
集

め
た
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル

ク
州
の
交
渉
第
四
ラ
ウ
ン
ド
が
一
一

月
一
一
日
に
再
開
し
、
交
渉
が
ヤ
マ

場
を
迎
え
た
。
同
州
で
の
合
意
は
他

地
域
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
る
の
が

通
例
だ
。

　

同
州
の
交
渉
ラ
ウ
ン
ド
に
先
立
っ

て
フ
ー
バ
ー
・
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
会
長
は
、

「
長
期
的
に
安
定
し
た
計
画
が
必
要

な
こ
と
は
理
解
し
た
の
で
、
協
約
の

有
効
期
間
に
つ
い
て
は
一
年
以
上
、

つ
ま
り
一
八
カ
月
〜
二
〇
カ
月
間
の

協
約
を
交
わ
し
て
も
か
ま
わ
な
い
」

な
ど
と
し
て
、
協
約
有
効
期
間
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
主
張
の
一
二

カ
月
に
は
こ
だ
わ
ら
な
い
と
の
見
解

を
明
ら
か
に
し
て
い
た
。
だ
が
、
金

融
危
機
に
よ
る
悪
影
響
は
認
め
つ
つ

も
、
八
％
と
い
う
要
求
水
準
自
体
は

維
持
す
る
と
い
う
の
が
そ
の
時
点
の

姿
勢
で
、
交
渉
決
裂
の
場
合
に
は
、

一
一
月
一
二
日
に
も
現
地
で
ト
ッ
プ

会
合
を
設
け
、
ス
ト
決
議
に
向
け
た

投
票
を
実
施
し
た
う
え
、
一
一
月
一

七
日
も
無
期
限
ス
ト
に
踏
み
込
む
意

向
を
示
し
て
い
た
。
同
じ
く
取
材
に

応
じ
た
同
地
区
の
ホ
フ
マ
ン
委
員
長

も
、「
雇
用
労
働
者
の
家
計
所
得
は
大

幅
に
削
減
さ
れ
、
限
界
ま
で
き
て
い

る
。
我
々
が
目
指
す
の
は
、
低
所
得

者
層
が
平
均
水
準
以
上
の
所
得
を
獲

得
で
き
る
よ
う
な
社
会
的
要
素
を
組

み
込
む
こ
と
だ
。
そ
れ
を
実
現
す
る

の
が
、
全
労
働
者
を
対
象
と
し
た
一

時
金
の
支
給
だ
。
経
営
側
は
受
注
変

動
に
対
し
、
労
働
時
間
口
座
や
短
時

間
勤
務
を
活
用
す
る
こ
と
で
あ
る
程

度
柔
軟
な
対
応
が
可
能
な
は
ず
だ
。

経
営
者
側
の
対
応
に
よ
っ
て
は
ス
ト

を
辞
さ
な
い
」
な
ど
と
コ
メ
ン
ト
し
、

交
渉
に
臨
ん
だ
。
交
渉
前
日
の
取
材

に
応
じ
た
カ
ン
ネ
ギ
ー
サ
ー
・
ゲ
ザ

ム
ト
メ
タ
ル
会
長
は
、「
合
意
に
向
け

て
全
力
を
尽
く
す
」
と
述
べ
、
ス
ト

を
回
避
し
た
い
方
向
を
再
確
認
し
た
。

　

全
国
へ
の
影
響
が
避
け
ら
れ
な
い

同
州
の
交
渉
ラ
ウ
ン
ド
は
、
協
議
が

二
三
時
間
近
く
に
及
ん
だ
。
こ
れ
ま

で
硬
直
的
な
姿
勢
を
貫
い
て
き
た
Ｉ

Ｇ
メ
タ
ル
側
が
初
め
て
歩
み
寄
り
を

み
せ
、
結
局
四
・
二
％
の
賃
上
げ
で

妥
結
。
こ
れ
に
加
え
、
今
年
一
一
月
、

一
二
月
、
来
年
一
月
に
つ
い
て
五
一

〇
ユ
ー
ロ
の
一
時
金
の
支
払
い
を
辛

う
じ
て
獲
得
し
た
。
過
去
数
年
の
金

属
産
業
の
業
績
好
調
を
理
由
に
八
％

の
要
求
を
つ
き
つ
け
て
い
た
だ
け
に
、

金
融
危
機
の
影
響
で
先
行
き
不
安
な

ど
か
ら
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
側
に
と
っ
て
は

手
痛
い
結
果
と
な
っ
た
。
他
方
、
新

協
約
締
結
を
受
け
、
使
用
者
側
で
は
、

イ
ン
フ
ィ
ニ
オ
ン
が
使
用
者
団
体
か

ら
の
脱
退
を
表
明
し
た
。

【
参
考
資
料
】

F
inancial T

im
es, D

eutsche W
elle, 

S
ueddeutsche, H

andelsblatt, 
F
rankfurter R

undschau,B
ild

各
紙
、

Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
海
外
委

託
調
査
員
月
例
報
告
。（

国
際
研
究
部
）

ド
イ
ツ
②

過
去
一
〇
年
間
に
非
正
規
労

働
者
比
率
が
二
五
・
五
％
に

上
昇―

―

連
邦
統
計
局
調
査

　

連
邦
統
計
局
が
九
月
に
公
表
し
た

調
査
結
果
で
、
〇
七
年
の
非
正
規
労

働
者
数
が
七
六
八
万
人
と
な
り
、
全

雇
用
労
働
者
三
〇
一
八
万
人
の
二

五
・
五
％
に
達
し
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
（
表
１
）。
九
七
年
か
ら

〇
七
年
の
一
〇
年
間
で
非
正
規
労
働

者
数
は
二
五
八
万
人
増
加
し
、
雇
用

者
全
体
に
占
め
る
割
合
が
八
ポ
イ
ン

ト
上
昇
。
と
り
わ
け
派
遣
労
働
者
の

増
加
が
著
し
く
、
一
〇
年
間
で
三
倍

以
上
に
跳
ね
上
が
り
、
六
一
万
人
に

達
し
た
（
表
２
）。
他
方
、
同
期
間

に
正
規
労
働
者
数
は
一
五
三
万
人
減

の
二
二
四
九
万
人
と
な
り
、
雇
用
労

働
者
全
体
に
占
め
る
割
合
が
七
四
・

五
％
へ
と
低
下
し
た
。

非
正
規
労
働
者
の
七
割
以
上
が
女
性

　

連
邦
統
計
局
に
よ
れ
ば
、
正
規
労

働
と
は
、
①
フ
ル
タ
イ
ム
就
労
者
ま

た
は
週
二
〇
時
間
以
上
の
パ
ー
ト
タ

イ
ム
就
労
②
期
間
の
定
め
の
な
い
雇

用
契
約
関
係
③
社
会
保
険
制
度
の
適

用
を
受
け
る
④
直
接
の
雇
用
関
係―

―

を
特
徴
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
非

正
規
労
働
と
は
、
①
期
間
の
定
め
の

あ
る
雇
用
関
係
②
週
二
〇
時
間
未
満

の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
③
派
遣
労
働

④
僅
少
労
働―

―

を
指
す
。

　

非
正
規
労
働
者
の
性
別
構
成
を
み

る
と
、
女
性
（
七
一
・
〇
％
）
が
男
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性
（
二
九
・
〇
％
）
を
大
幅
に
上
回
っ

た
。
他
方
、
正
規
労
働
者
で
は
、
男

性
（
六
一
・
一
％
）
に
対
し
女
性
（
三

九
・
九
％
）
だ
っ
た
。
非
正
規
雇
用

に
占
め
る
女
性
比
率
が
高
い
主
な
要

因
は
、
パ
ー
ト
就
労
者
比
率
の
高
さ

だ
。
〇
七
年
の
女
性
雇
用
労
働
者
の

三
〇
・
二
％
が
週
二
〇
時
間
未
満
の

パ
ー
ト
タ
イ
ム
就
労
に
従
事
し
て
い

た
。こ
の
比
率
は
男
性
で
は
四
・
一
％

に
過
ぎ
な
い
。

若
年
層
、
Ｅ
Ｕ
域
外
外
国
人
、
低

学
歴
層
で
顕
著

　

調
査
で
は
ま
た
、
若
年
層
（
一
五

―

二
四
歳
層
）、
Ｅ
Ｕ
域
外
外
国
人
、

職
業
訓
練
未
修
了
者
の
非
正
規
就
労

比
率
が
相
対
的
に
高
い
こ
と
も
明
ら

か
に
な
っ
た
（
表
３
）。
ま
ず
若
年

雇
用
労
働
者
全
体
に
占
め
る
非
正
規

就
労
比
率
は
三
九
・
二
％
に
及
ん
だ

の
に
対
し
、
そ
の
他
の
年
齢
層
で
は

二
六
・
六
％
〜
二
二
・
四
％
の
幅
に

お
さ
ま
っ
た
。
非
正
規
就
労
比
率
が

最
も
低
い
の
は
、
年
金
受
給
年
齢
前

の
四
五―

五
五
歳
層（
二
二
・
四
％
）

だ
っ
た
。
過
去
一
〇
年
の
上
昇
率
を

み
て
も
若
年
層
の
非
正
規
就
業
の
増

加
は
顕
著
で
、
九
七
年
よ
り
一
九
・

七
ポ
イ
ン
ト
増
と
な
っ
た
。
こ
れ
に

対
し
、
他
の
年
齢
層
の
上
昇
率
は
い

ず
れ
も
一
〇
％
を
下
回
っ
た
。
若
年

層
の
非
正
規
就
労
の
内
訳
を
み
る
と
、

派
遣
労
働
契
約
の
増
加
が
顕
著
と

な
っ
て
い
る
。

　

低
学
歴
労
働
者
の
非
正
規
就
労
比

率
も
高
く
、二
六
・
七
％
（
九
七
年
）

か
ら
四
〇
％
（
〇
七
年
）
へ
と
上
昇

し
た
。
国
籍
別
で
は
Ｅ
Ｕ
域
外
労
働

者
の
非
正
規
就
労
比
率
が
、
二
一
・

七
％
（
九
七
年
）
か
ら
三
六
・
八
％

（
〇
七
年
）
へ
と
上
昇
し
た
。
こ
れ

に
比
し
て
Ｅ
Ｕ
域
内
（
二
七
カ
国
）

労
働
者
で
は
、
一
七
％
（
九
七
年
）

か
ら
二
八
・
七
％
（
〇
七
年
）
と
、

比
較
的
緩
や
か
な
上
昇
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
非
正
規
労
働
者
の
う
ち
、

就
業
し
て
い
て
も
ハ
ル
ツ
Ⅳ
給
付
を

受
給
し
て
い
た
割
合
は
七
・
三
％

だ
っ
た
。

公
的
管
理
部
門
を
除
く
全
産
業
で

正
規
雇
用
が
減
少

　

産
業
別
で
は
、公
的
管
理
部
門（
八

三
・
一
％
）
を
除
く
全
産
業
分
野
で

正
規
雇
用
が
減
少
し
た
。
過
去
一
〇

年
間
の
減
少
幅
が
最
も
大
き
か
っ
た

の
は
商
業
・
修
理
・
飲
食
・
ホ
テ
ル

業
で
、
正
規
の
比
率
は
七
八
・
〇
％

か
ら
六
七
・
〇
％
へ
と
低
下
し
た
。

ま
た
、
過
去
一
〇
年
に
正
規
雇
用
割

合
は
低
下
し
た
も
の
の
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
水
供
給
業
で
は
依
然
と
し
て
九

〇
％
を
上
回
る
水
準
を
維
持
し
た

（
九
〇
・
五
％
）。
こ
の
ほ
か
、
建

設
業(

八
四
・
一
％)

、
製
造
業
（
八

四
・
一
％
）、
信
用･

保
険
業
（
八
三
・

五
％
）、
公
共
管
理
（
八
三
・
一
％
）、

交
通
・
通
信
・
報
道
（
八
〇
・
七
％
）、

農
林･

漁
業
（
七
〇
・
六
％
）、
商
業
・

修
理
・
飲
食
・
ホ
テ
ル
業
（
六
七
・

〇
％
）、不
動
産
業
・
住
宅
・
企
業
サ
ー

ビ
ス
（
六
六
・
〇
％
）、
公
的
・
私

的
サ
ー
ビ
ス
業
（
六
四
・
〇
％
）
の

順
と
な
っ
た
。

【
資
料
出
所
】

連
邦
統
計
局
発
表
資
料（

国
際
研
究
部
）

表 1　正規・非正規就業者数及び構成比（生産年齢人口、
1997-2007 年）

年度
従属的就業者

総数 正規 非正規
単位 1000人

1997 29 120 24 020 5 100
1999 29 450 23 640 5 810
2001 29 730 23 740 5 990
2003 28 960 22 830 6 130
2005 28 830 22 080 6 750
2007 30 180 22 490 7 680

割合　単位%
1997 100.0 82.5 17.5
1999 100.0 80.3 19.7
2001 100.0 79.9 20.1
2003 100.0 78.8 21.2
2005 100.0 76.6 23.4
2007 100.0 74.5 25.5

注：抽出国勢調査―2003年までは春期確定報告、2005年以降は年間平均値。
資料出所：連邦統計局

表２　形態別非正規就業者数及び構成比（生産年齢人口、
1997-2007 年

年度
非正規就業者

パートタイム 僅少就業 有期労働 派遣労働
単位　1000人

1997 3 390 1 310 1 820 180
1999 3 830 1 740 2 170 250
2001 4 130 1 820 2 090 310
2003 4 420 1 950 1 970 300
2005 4 680 2 430 2 390 410
2007 4 950 2 770 2 660 610

従属的就業者に占める割合　単位%
1997 11.7 4.5 6.3 -
1999 13.0 5.9 7.4 -
2001 13.9 6.1 7.0 -
2003 15.3 6.7 6.8 -
2005 16.2 8.4 8.3 -
2007 16.4 9.2 8.8 2.0

注： 抽出国勢調査―2003年までは春期確定報告、2005年以降は年間平均値。
　  2005年までの派遣労働者統計は、連邦雇用エージェンシ公表値。
資料出所：連邦統計局

表３ 年齢・国籍別非正規就業者の割合（生産年齢人口、
1997-2007 年） 単位%

年度
1997 1999 2001 2003 2005 2007

年齢

15歳から25歳未満 19.5 23.8 23.7 26.3 35.9 39.2

25歳から35歳未満 16.7 18.8 19.2 20.7 23.9 26.2

35歳から45歳未満 18.3 20.5 20.7 21.5 23.1 25.3

45歳から55歳未満 15.9 17.6 18.1 18.8 20.6 22.4

55歳から65歳未満 19.4 21.8 22.7 23.6 23.1 23.9

国籍2

ドイツ人 17.3 19.4 19.8 20.6 22.8 24.7

EU域内外国人 17.0 20.0 20.0 22.2 25.2 28.7

EU域外外国人 21.7 24.7 25.8 29.3 33.5 36.8

注： 抽出国勢調査―2003年までは春期確定報告、2005年以降は年間平均値。
EU域内外国人とEU域外外国人の扱いは、各年のEUへの加盟状況に対
応する。2007年5月以降は、エストニア、ラトヴィア、リトアニア、
マルタ、ポーランド、スロバキア、スロベニア、チェコ、ハンガリー、
キプロスを含み、2007年1月からはブルガリアおよびとルーマニアを
含む。

資料出所：連邦統計局
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